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本稿は 『ババッド・タナ・ジャウィ』 の第４部ババッド・パジャンの３
回目 (最後) (第34～37章) である｡ セナパティがパジャンのスルタン・




ウィジャヤの死を1587年としており [Ras 1987b : LXIV], 戦いが史実とす
れば同年あるいは前年のことであろう｡ なお, 敗退中のスルタンが一夜を










深 見 純 生 訳
解 題
３. バライプスタカ版
 バライプスタカ バライプスタカ (Balai Pustaka, ジャワ語ではバレ
プスタカPustaka) は, 現在は出版を中心とする株式会社であるが,
もともとオランダ植民地時代の政府機関であった｡ 1908年その前身である





じ理由である [ENI 4 : 610612]｡
1917年に委員会は恒久的機関となり, オランダ語で国民図書局









バッド・ギヤンティ Babad Giyanti』 である [Uhlenbeck 1964 : 130]｡ 後者
は本書と同じマタラム王国の史書であり, 1755年の王国二分割に至る過程
を扱う｡ 1937～1939年に21分冊 (および第22分冊として索引) で刊行され,




[Uhlenbeck 1964 : 130]｡
Babad Bedahipun karaton nagari Ngayogyakarta (1913)
Babad Mangir (1913)
Babad Panambangan (1918)




 形態 バライプスタカ版 『ババッド・タナ・ジャウィ』 は31分冊で刊
行された｡ 1939年に４冊, 1940年に19冊, 1941年に８冊である｡ バライプ
スタカの出版物には刊行順に一連番号が付されており, 本書は No. 1298
である｡ 第１分冊の No. 1298 に続いて, 第２分冊から No. 1298a, No.
1298bなどとアルファベットが付される｡ 第27分冊の No. 1298zに続いて
第28分冊は No. 1298aaとなり, 最後は No. 1298ddである｡
1980年代まで古書店で本書全冊セットの入手は容易であったと聞くが,
現在ではほとんど不可能である｡ 筆者が2009年滞在中のジョクジャカルタ




第２頁はその裏 (白紙), 第３頁から本文が始まる｡ 最後の頁に目次があ
る｡ 目次はたいてい１頁なので本文は77頁であるが, 目次が２頁の場合に
は本文は76頁になる｡ 第１分冊には３頁分の序文があるので本文は第７頁
から始まる (第６頁は白紙)｡ 判型は A5判であり, １頁に22行納める｡
 バライプスタカ版序文 以下は第１分冊掲載の序文 (ジャワ文字・ジャ
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るなら, 単に相違があるというだけでなく, 古さにおいて勝っていて, 叙
述の仕方はその分より適切であり, 緊張感があり, 調和がとれている｡ と
はいえ, まったく緩みがないとはいっても, 善や美とみなされる事態の進
行や状態を語るにおいては綿密であり, あるいはまた語りに不足はない｡
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た｡ ラデン・パベラン raden Pabelanの美男ぶりは国中に知れわたり, こ
れこそマヤンの息子であった｡ しかしパベランは素行が悪く, 女をたぶら
かすために家柄を悪用し, まただらしない性格だった｡ 父親は結婚を勧め
たが, その気はなかった｡ マヤンの悩みの種となり, 説教しても馬耳東風
だった｡ いっそ騙して死なせてしまおうと, ある時息子を呼びつけた｡ 現
れた息子に語りかけた｡ ｢おい, もしもお前が本当に結婚したくなくて,
悪さばかり続けたいとしても, わしはお前が中途半端なのを望まない｡ ス
ルタン陛下の王女, スカル・クダトン姫 ratu Sekar-Kedatonと通じ合って









つめたら, 心がかき乱され, 寝食がままならなくなる｡ その後できっとお





















に命じられた｡ ｢そなた, 外に出てこの花の主に会いなされ｡ もし本当に
私のそばに仕えたいのなら, 今夜姫御殿に来てもらうのじゃ｣｡ ソカは承
知しましたと外に出た｡ パベランに会うとこう伝えた｡ ｢若さま, お姫様
が今夜あなた様をお待ちでございます｡ そしてお食事とお着物を用意して
おられます｡ あなた様, 今夜きっと御殿にお入りくださいませ｣｡ パベラ
ンは答えた｡ ｢確かに, そなた, お姫様にご心配におよびませぬとお伝え
くだされ｡ 今夜きっとまいります｣｡ ソカは御殿に戻り, パベランは父を
訪ねた｡





す｣｡ 父マヤンは答えた｡ ｢お前が姫御殿に入るなら, 門を通ってはならな
い｡ 警邏の者に見つかる｡ 壁を越えるのが良い｡ さあ, 連れていってやろ
う｡ もうみな寝る時刻だ｣｡ こうしてトゥムングンと息子は出かけた｡ 姫
御殿の壁にくると, パベランは壁を低くする術を習った｡ トゥムングンは
教えた後で言った｡ ｢姫御殿から出たい時には, 今教えたものを唱えて壁








出て中庭に降りた｡ 侍女たちはみな気づかず, ソカだけがお供した｡ そし
てパベランと出会うと, ２人とも, 篭一杯の黄金を見つけた人のように大
喜びで, 結婚を約束しあった｡ パベランが血祭りにあげられる運命が定まっ




















た｡ ｢おい, ラデン・パベラン, ここに来い｡ わしの言葉を信じよ｡ お前
の父上トゥムングン・マヤン殿はお前の振る舞いをありのままにわしにお

















すのだ｡ 追いかけよ, クドゥ経由で行け｣｡ 徴税マントリたちは心得てご


















ことだ｡ なぜなら, お前の軍はわずかばかりで, パジャン軍は数えきれな










天を仰いだ｡ キヤイ・ジュルも同じようにした｡ たちまち雨が降り, 風が
吹き始めた｡ 多くの樹木が裂け, 根こそぎ倒れた｡ 轟音が天空を満たした｡
これはジンたち, プリたち, プラヤンガンたちがこぞって援軍にくる証だっ













































ざいます｣｡ スルタンは穏やかに申された｡ ｢我が子ブナワよ, お前は兄セ



















に祈りを捧げた｡ そこにジュル・タマン Juru Tamanというジンがやって
きた｡ セナパティのお気に入りの家来であり, セナパティにだけ姿が見え
て, 他の人には見えなかった｡ 人間より大きかった｡ ジュル・タマンはセ
ナパティに申し上げた｡ ｢ご主人様, パジャンの町を征服しスルタンを死
なせたいのでしたら, 私めにお命じくださるだけで, 必ずやスルタンを亡
き者にいたしましょう｣｡ セナパティは答えた｡ ｢ジュル・タマンよ, 申し
出はありがたいが, わしはそのような願いをもたぬ｡ しかしお前がそのつ
















た｡ 使者の言葉を聞くとセナパティはただちに踵を返し, 早駆けした｡ キ
ヤイ・ジュルも一緒に行った｡ パジャンに着くとセナパティは王宮に入り,




















彼らはお互い一族どうしだ｡ 戦争になったとしても, 打ち捨てておけ｡ そ
れよりもお前はむしろ, 自分もお陰を被ることができるよう, 亡きお方の






































う願っている｡ そして兄上は, 亡き我が父上の長男なのだから, 王位を継
ぐ権利がある｡ ドゥマック国守が跡を継ぐとしたら, わしは同意しない｡
それくらいなら死んだ方がましだ｡ 兄上は我が死を容認し, 我が求めを受









終を報告した｡ ブナワはおおいに喜んで, 急ぎ動員を布告した｡ 武装した
兵士が集まると出陣した｡ セナパティも全軍を率いて出陣した｡ キドゥル










はないか｡ お前はパジャンの降伏部隊を指揮して, 町の東門を入れ｡ わし
と全マタラム軍は西門から入る｣｡ ブナワは承知しましたと答えた｡ 翌朝




た｡ ｢家臣たち, 奴隷ども, バリ人たち, ブギス人たち, マカッサル人た








いドゥマックの者たちも要塞の中庭に布陣し銃, 長槍, 短槍を構えた｡ ほ
どなくセナパティとその部隊が西からやってきた｡ たちまち銃火を浴びせ
られ, 弾丸の雨が降った｡ しかしセナパティとその軍勢にはまったく効果
がなく, ひるまなかった｡ セナパティはブラタユダ Brata-Yudaという名
























なり, 大勢が死に, みな逃げた｡ セナパティが攻めかかってくると思った
のだった｡ キヤイ・ジュルは急ぎ馬に乗ってセナパティに近づいた｡ セナ
パティはまだドドットに膝をついたままだった｡ キヤイ・ジュルはすぐに
呼びかけた｡ ｢セナパティ, 立て, 寝ぼけるな｡ 戦さだということを忘れ
たか｣｡ セナパティははっとして起き上がり, 尋ねた｡ ｢ドゥマック勢は,
いま対陣していたのはどこにいる｣｡ キヤイ・ジュルは答えた｡ ｢それはみ
な逃げた｡ さあ, クラトンに突撃だ｡ ドゥマック国守は, 思うに, もう怯
えてしまって戦意を失っておる｣
セナパティはまもなく馬から降りて徒でクラトンに向かった｡ キヤイ・
ジュルは ｢なぜ馬から降りる｡ 乗っていた方が良くないか｣ と尋ねた｡ セ




跪拝し, 泣きながら訴えた｡ ｢兄上セナパティ様, どうぞあなた様の弟,
私の夫を殺さないで｣｡ 妹に会いその言葉を聞いたセナパティはかわいそ














る｡ お前の遺産はドゥマックである｡ ただちにドゥマックに帰れ｡ おい,
マタラムの者共, ドゥマック国守をお連れせよ, 何人か輿を担げ, 縛りを
解いてはならぬ｡ ドゥマックに着いたら解いてやれ｣｡ マタラムの兵士た














される銅鑼キヤイ・スカルドゥリマ kyai Sekar-Delima, 馬銜キヤイ・マ

























pangeran Tumenggung Gagak-Baningの名が, ラデン・サントリにはパン
ゲラン・シンガサリ pangeran Singa-Sariの名が, そしてラデン・ジャンブ
にはパンゲラン・マンクブミ pangeran Mangku-Bumiの名が与えられた｡
カリニャマットからきた妻から生まれたセナパティの子はすでに成人し,
名をラデン・ランガといった｡
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